平成２０年度　第２回館山市下水道事業審議会議事録

期　日　　平成２０年９月３０日（火）　14:00から15:10まで

場　所　　鏡ケ浦クリーンセンター　２階会議室

出席者

（１）委　員（１２名）

　　　　　　　内藤　欽次　　早船　亮一　　　安藤　孝房　　清水　延郎

　　　　　　　小林　義和　　加藤　喜久夫　　辰野　利廣　　草刈　董
　　　　　　　石井　久治　　根岸　茂雄　　　庄司　増子　　菊井　玲子
　　　　　　　

（２）館山市（８名）

　　　　　　　副市長　永井　一浩　　建設環境部長　田中　豊

　　　　　　　都市計画課長　和泉澤　薫　　都市計画課副参事　永井　茂樹

　　　　　　　都市計画課鏡ケ浦クリーンセンター場長　佐野　照夫

　　　　　　　都市計画課　獅子田主査　正木副主査　三橋主任技師

（３）傍聴人（２名）

（４）欠席者（２名）
　　　　　　　小芝　正博　　鈴木　康資

配布資料　　別添のとおり

会議内容
（１）開　会

　　　　司会：獅子田主査

本日は、大変お忙しい所、お集まりいただきましてありがとうございます。

　　　　ただ今から、平成２０年度第２回館山市下水道事業審議会を開催いたします。

（２）挨拶
永井副市長挨拶

　　　　　　　　　皆様、こんにちは。今日は、石井会長をはじめ各委員の皆様、大変お足元の悪い中をお集まりいただきまして有難うございます。前回、第1回目の審議会を開催いたしまして、下水道事業の経緯、あるいは現状についてご報告をさせて頂きました。またその中で、10年を経過したということで下水道の運営状況をご説明いたしました。この建物を維持していく下水処理の維持経費が約1億5千万円に対して、使用料収入が約6千万円という状況であり、このことが大きな課題になっており、館山市も財政状況の厳しい中で大きな課題になっていると、こういうことを申し上げました。また、その場でわかり易い資料、わかり易い説明をという宿題も頂きました。本日第２回目の審議会を開催するにあたりまして、そういった、第1回目に頂きましたご質問等に十分応えられるよう資料を整理してきたつもりでございます。それから、解りやすくプロジェクターやマイクを用意しまして、説明をさせて頂きたいと思います。また、今日はこういった問題に対応するための、事務局としての使用料の改定の案というものを新たに示させて頂きたいと思います。ご審議をよろしくお願いしたいと思います。以上簡単ですが、挨拶とさせていただきます。本日は、どうぞ宜しくお願いします。
　　　　石井会長挨拶

　こんにちは。本日は本当に天候の悪い中を皆さんお出で頂きまして、本当に有難うございます。今日は第２回ということで、先立ての第１回の時に、諮問を受けまして触りだけ説明を受けた訳でございますが、本日は、この中身について、十分検討していただくという審議会でございます。従いまして、本日、事務局のほうからの説明がわかり易い説明ということでございますので、皆さん、じっくりと審議をして頂きたいと思っております。ぜひとも、この審議会でもって、諮問に答えられるだけの知恵を出していきたいと思っておりますので、宜しくご協力を願いたいと思います。どうも、本日は、有難うございます。
（３）委員の出欠について

　　　　司会：獅子田主査

　　　　　　会議に先立ちまして、今回の委員の出欠について、ご報告いたします。

　　　　　小芝委員、鈴木委員の２名が欠席の連絡を頂いております。また、先程、草刈委員から若干遅れる旨の連絡を頂いております。
館山市付属機関設置条例第６条第２項に規定する会議要件を満たしておりますので、この会議が成立していることを申し入れます。
　　　　　　これからの審議の進行につきましては、条例第６条の規定によりまして、石井会長にお願い致します。

（３）審　議
　　　　石井会長

　　　　　それでは、ただいまより審議を行います。まず最初に、会議次第の２　審議の中の下水道使用料のあり方について、事務局より説明をお願いします。

　　　①下水道使用料のあり方について

　　　　資料に従い、永井副参事が説明を行った。

　　　　各内容については、都市計画課にて情報提供となります。
　　　　石井会長

　　　　　それでは、審議の中のその他について、皆様からご質問等ございませんか。聞きたいと思います。
　　　②その他

　　　　下水道事業について質疑応答を行った。
（発言要旨は以下のとおり）

　　　２番委員　　　私は、下水道をすごく勉強したんですが、私の家は、新塩場ですから現在公共下水道に繋いでいます。私の所はいいですが、館山市全体から見ると費用全部で３５万円位掛かります。繋いでいる人だけでお支払をする。だけど、繋いでいない人みんなが７万円以上負担しています。ですから、私としては、繋いでいるから少しでも、負担はやるべきだと思っています。あとは、今１３７円ですけど、１５０円位上げないと国の交付税措置が出ないようになっています。ですから、どうしても値上げしないと館山市は今、お金が無いから出来たら審議会で値上げの方向に進んでもらいたいなと、一つは思っています。
　　　　　　　　　　次に、値上げがいつ頃から始まるかということも、実際、知りたいんですね。その２点が私の意見です。
田中部長　　　２番委員からご指摘のあった点ですが、最初に一般家庭で７万円位という数字があったんですが、実は下水道会計は現在、使用料だけでは賄えないため一般会計の方から１９年度で４億１千万円繰り入れております。ここ数年は、こういった状況で４億円からが一般会計に入っている状況です。そうすると、下水道事業のエリアの方以外からも負担があるという、ご指摘でございます。
２点目ですが、いつ頃ということですが、事務局の考え方としては、先程、交付税の話が出ましたが、交付税の１５０円とういうラインがありまして、これを下回った場合は、交付税の措置がございません。１５０円を超えた場合に、国の方から交付税が入ることになります。実は、２０年度館山市は、２年前の数字が採用されるんですけど、１８年度で１３０円台ですので、交付税の措置がありません。その額が約４千５百万円位です。１５０円を超えているか超えていないかというのは、１立方メートルあたりの料金の値段ではなく、４月１日からの１年間の流入汚水量と１年間の皆さんから負担していただいた使用料、この額を割りまして、１立方メートルあたりいくらという金額を出します。それが、１５０円を下回りますと、推測ですが、制度の部分で国の方で交付税措置をしなくてもそこの市町村はやっていけるという、ラインがあるのではないかということで、２番委員の２点目のご質問のいつ頃というお話ですが、今回、諮問をお願いしたのは、年内の出来るだけ早い時期にお願いできればということで、もし、改定するのであれば、理想的な形は、年度当初からが事務局の認識でおります。以上です。
　　石井会長　　　年度当初といいますと、平成２１年度ということになりますか。
　　田中部長　　　年度が始まるのが、官公庁の年度、交付税の算定等も４月１日から始まり、３月３１日で終わる年度で、すべて計算しておりますので、希望としては、また、事務局の認識としては、一番ベストなのは、一番近い４月１日と考えております。皆さんのご意見をまた、拝聴したいと思います。

　　石井会長　　　いま言われたとおり、時期に関しては、２１年４月１日ということで、いわゆる２１年度から始まるという事ですね。

　　２番委員　　　私は、繋いでいるから、皆さんに申し訳ないから値上げせざるを得ないというのが私の意見ですけれども、皆さん繋いでない人もいらっしゃるし、それから、６番委員の所は、沢山水を使うので、そういう人の意見も聞いてみたらいいのではないかなと思います。
　　６番委員　　　私は、最初から繋げて５年になります。立方メートルの使い方が多すぎる程値段が上がっていく構造ですよね。平均的に使っている、３０、４０立方メートルの人の値上げが少なくて、たくさん使う所が上がりますよという改定案ですよね。そう理解しています。ですから、平均的な３０から４０立方メートルの人は、上げが少ないというのは、一般的で非常に良いのではと思うのですけどね。私も現に使っていますので、税金も使われていますから、どうしても使っている人は、負担がかかっていくものですから、１５０円の改定案には、賛成です。
　　石井会長　　　実は、私の方は地域の関係で全然下水道の方には掛かっていません。従って、下水道料金がどうと言われても、ピンとこないのですが、ただ、歳入歳出のバランスを取ればすぐ解る事なんですね。従って、歳入に対する歳出が余計になればこれはバランスが取れないんですから、当然何らかでもって補填して行かなければいけない。
従って、公共下水道の値上げの問題にしても、皆さんに審議していただいて、納得していただいた中でもって、決めて頂きたいなと思っています。他に何か御意見ありますか。

１０番委員　　色々ご説明を頂きまして、事情は良く分かってきた様に思います。館山市の現状を考えますと、交付税を貰わないでやって行けるほど内容は良くないということは、広報でもよく出ておりますので、大事なものは貰わない訳にはいかないのが、館山市の現状ではないかなと、思います。そういう点からいって、大変安い値上げで結構だと思いますけれども、国の基準が１５０円となっているとすれば、これは致し方ないことで、そこを少しでもオーバーしないと、何千万円というお金が貰えないということは、大きなことではないかなと思います。それが１点。第２点は、改正案でいきますと、一般家庭で使う４０立方メートル以下という所で、上げ率がそうでもなく、非常に抑えた所へもっていって、１０～１３％という辺りでございますので、これも致し方ないのではないかなと思います。２４０円までもっていかないで１５０円位で抑えようとする案は、決して飛躍したものではなく、抑えられた、多くの家庭で了解の得られる、納得してもらえる線へ行っているのではないかなと思います。
石井会長　　　私見として考えるならば、最低の線で抑えていられると考えています。従って、止むを得ない範囲内ではないかなと思っていますが、委員の皆様のご意見を聞いた中でもっての会議ですので、ただ、八幡地区は、非常に広い土地を持っている方がよけいおいでになるのでその点がどんな風になるのでしょうか。

１２番委員　　まず、今の問題に関してですが、値上げに関しては、１５０円ラインというのは、相対的に止むを得ないと考えます。それに関しまして、加入率のアップを推進していかないと、今６０％弱位ですよね。それを、もう少し上げていく様にするのも非常に大事なことだと思いますが、それに関連しまして、八幡地区は、線路より海側（３区）が対象地域となっています。それの工事も殆ど終わりました。線路から上（東側）は、残りの八幡地区を占めていますが、おっしゃるとおり、中には屋敷で７００坪、８００坪という屋敷もあります。平均しまして非常に大きな土地を持っている人が多くなります。そういうことになりまして、受益者負担金の問題で非常に先々、大きな問題が出てくる可能性があると思います。実際、３区の方も跡取りがいなくて、放置状態の土地で５００～６００坪位の土地があるのですが、その人も今回受益者負担金を払わざるを得ないのですが、非常に負担を感じているという、現実があるわけなんですよね。その辺の問題も検討していかないと、加入者を上げればいいと簡単に言いましたけどその辺の問題も含まれていると思います。だから、下水道に関して場所によっては、大きな問題が起きる所もあると思います。
田中部長　　　有難うございます。今、加入率アップも必要ではないかというご指摘ですが、確かにその通りでございます。維持管理経費の節減に努めると共に接続率のアップについては、今後も努力をしていきたいと考えています。２点目の受益者負担金でございますが、基本的に下水道の考え方が施設整備の部分については、受益者負担金となり、使用料については、汚水を処理する経費について充てましょうという基本的な考え方がございます。館山市の場合は、１平方メートルあたり６００円という金額をいろんな角度から検討して定めてございます。たしかに、委員のおっしゃるように、八幡地区ではかなり広い宅地の方がいますが、加入する時の１回だけの負担でお金については、施設整備の方に使うという、基本的な流れがあります。負担金を一編に納められない方は、分割制度あるいは宅地ではなく農地には猶予制度がありますので、これらを最大限活用して説明責任を果たして努力をして今後いきたいと思います。たしかに、おっしゃるとおり宅地の面積が広くなりますと、額も張りますけれどもこれは、基本的な考え方として、管渠の整備をするための、１回限りの負担ですよということ。また、分割制度とか地目によっては、猶予制度がありますので、ご理解を頂けるように説明をしていきたいというふうに考えております。
永井副市長　　くどいかもしれませんが誤解の無い様にと言うことで、補足させて頂きます。水洗化率は、今６０％でございます。平均すると現在、１３７円／平方メートルとなります。仮に、１００％であった場合で計算しますと、１３１円／平方メートルに減ります。これは、個別の方が増えるということで減ってしまいます。１５０円にすることについて、普及率については、直接関係はありません。ここだけは、しっかりお伝えしたいと思います。ただ、普及率を向上させるということは、下水道の維持管理トータルのお金が入ってきますので、有利になります。ですから、普及を進めなければなりません。その障害に受益者負担金というものがあることも承知をしています。６００円／平方メートルで農地などがあると猶予の対象となる。こういう制度であります。ただ、それでも高いという声があるのは、承知しております。今、受益者負担金の料金体系を変えてしまいますと、今まで加入して頂いた６割の方との公平性がありませんので、ある程度は、今の体系で行かざるを得ないかなと思っております。ただ、今後１５年、２０年と経つにつれてある程度成熟をしてきた場合、あるいは、２４年度に今のところ第２期工事が完了となっていますので、次期整備事業で、新たに、負担金額を設定するときに、受益者負担金が重荷で加入できないという問題があるのであれば、それは、この下水道審議会の方でしっかり、その時点で議論をして頂くものかなと思っています。
２番委員　　　今、受益者負担金の滞納繰越分は、館山市は、１，１８３万３，２００円あるんですね。要は、納めない人。私の家は、ちょっと広いものですから、汚水枡２つ繋げてくれたんですけれども、１つは、使ってないんですけれど、結局、その枡を付けても繋がないからそれを払わないという人ですか。
永井副参事　　公共枡につきましては、工事を行う時に一軒、一軒、お話しをしに上がりまして、設置の同意を頂いています。受益者負担金を払っていただかない方が必ずしも枡がついていないということは、無いです。付ける事に同意が頂いている方には、枡が付いております。ただ、それは、付いているだけの話になります。全く事業に対して反対だと言う場合の方ですと、人の土地の中に枡を付けさせること自体を同意頂けませんので、付いて無いご家庭もあります。現状といたしましては。
６番委員　　　枡が付いて、その土地の人が受益者負担金を払っていない場合は、本管に繋げられないんですか。

永井副参事　　その通りです。使用許可を出しません。

２番委員　　　私の質問に、答えていませんよ。滞納繰越分１，１８３万３，２００円は、なんでこうなってしまっているのですか。
佐野場長　　　確かに、いろんな方がいらっしゃいますけれど、この事業に賛成しないという方、あるいは、負担が大きくて払えないというものが主な理由です。５年間の分納でその年度は、払っていただいて、残りの４年間が、残っているという方もいます。以上です。
２番委員　　　１，１８３万３，２００円というのは、何軒分位に相当しますか。

佐野場長　　　後程、お答えします。
２番委員　　　ここに、渚銀座の方がいると大変失礼かもしれないですけど、渚銀座の接続率は、どの位になりますか。渚銀座は、すごい反対者が多いので、繋げる人が少ないので。

永井副市長　　後で調べます。

２番委員　　　それから、もう一つ接続率の関係ですがよろしいでしょうか。接続可能な地域で、新設住宅は、必ず接続しなければならないという条例を作っている市町村があるかどうか。また、Ｏ町は、千葉からの通勤圏ですから土地を開発した業者に、必ず下水道の施設を造って繋げるようにしている為、接続率は、１００％なんですよ。
ですから、館山市で本管を通して、面整備をやって行く中で、新設の新築住宅で繋がない人がいるかどうか、聞きたい。それを、仮に繋がない場合は、条例か何かで必ず繋げる様な条例を作れないかどうか。
永井副市長　　接続率アップの観点のご質問ですが、データはしっかり調べますし、報告はしたいと思いますが、使用料の話と直接リンクしないような気がしますので、議論の場を作る事は、やぶさかではありませんし、ただ、渚銀座の特定のエリアの方が、少ないのではないかというご趣旨の質問でデータをということですけれども、それが果たしていいことなのかということも、あるのではないかなと思いますので、後で相談させて頂きます。
２番委員　　　はい、よろしいですよ。

５番委員　　　私、先程のお話の中で、負担金が平米当たり６００円、政府（国）からの交付金が１５０円以上（使用料）になると、どの位の金額になるんですか。

田中部長　　　見込で、２０年度従来でしたら、年間に４，５００万円程です。
５番委員　　　３年前から１５０円にしていたら、毎年貰えたんですか。
田中部長　　　国の方でも、交付税の制度改正にあって、段階的に経過措置で２０年度からは、１５０円下回ったら一銭もあげませんよ。カウントしませんよ。その前の２年は、経過措置で割合で減らしてまいりました。
３番委員　　　交付金が４，５００万円貰えるんですよね。ご説明の前にぜひ行政の方でリーダーシップをとって頂きまして、それは当然こういうメリットがあるから、これを改定したい。ということになりますね。交付金の場合は、よその市と比べても本当に実益があるのならば、交付金は貰った方が良いと思います。ぜひ、交付金が貰える金額まで負担金を上げて頂いて、あとは、それぞれの立場の方が説得するというか、知らせるということが少ないので、商店ですとチラシを入れたり色々お客さんに努力しますけれど、どうも行政というのは、担当者以外には、わからない。ですから、その点を何か具体的に話して頂きたいと思います。
田中部長　　　ご指摘いただきまして、有難うございます。皆さんにご審議頂いて説明については、十分色々な方法を考えてやって行きたいと思います。
　　　　　　　また、交付税が貰えるかどうかというお話ですが、前回の時に若干触れましたけれど、再度説明してからの方が良かったんですけれど、今後、そういうことを含めて、ポイントのところを先にお話して、頭に入れてもらって理解出来るように説明の仕方をしていきたいと思います。

９番委員　　　交付金の事ですが、ずっと貰えるんですか。

永井副市長　　そのとおりです。１５０円の基準が全国の平均の何分の一かという設定をしています。ですから、全国の状況が変われば少し変ってくると思います。下水道料金はやはり、２年、３年、４年位で決め細やかに見直していくというのが、必要だと思います。１５０円で４，５００万円とおっしゃいましたけれど、確か上限の１９６円まで上げると、７，５００万円位貰える制度です。
　　　　　　　交付税を出す国の方もそんなに冷たい政策は取りませんので、今回もですね、２年位館山の場合切れてますが、半分位は貰えています。一気に０にするのではなく、段階的に０にしますということです。

１０番委員　　１０ページと１２ページでございますが、使用料によりまして、５０立方メートル以上が段々下がってきていますが、４０立方メートルまでは館山市は改定すると上から４番目位でいっており、下がってくることは非常に良い事ではあります。１２ページの上げ率を見ますと、もう少し段階を付けてもいいと思いますけれども、１００・５００立方メートル以上のところをなぜ下げなくてはいけなかったのか、横ばいでも良かったと思いますが、その辺は、遠慮しているのかどういう事があるのかお伺いしたいと思います。
永井副市長　　大口の所に遠慮しているのではないかとのご指摘ですけれど、１５ページを見て下さい。実は、従量制で段階的な料金は、２５、２５、２５と続いていますが、結果として基本料金も大口の事業者は払います。そうなると、一月、１０立方メートルで１０％になっています。５０立方メートルで１６％、１００立方メートルで２０．９％、５００立方メートルで２４．３％と、上がっています。段階的な料金は、１６ページを見てください。年間増率から見ると、結果として、右肩上がりで上がってきます。
１０番委員　　段々上がっていくのは、解りました。遠慮はどうですか。一般家庭の方は、この案ですと抑えてあるから、我々が話をしても納得してもらえる様な上げ方をしているので、良いんですが、沢山使う所には遠慮しないでもう少し貰った方が良いのではないかと、思いました。
　　永井副市長　　考え方としましては、公共料金になりますので、２５％と根拠はありませんが、一つの目安となります。３０、４０％になると、ちょっとやり過ぎかなと思っています。

　　１４番委員　　私は、加入者ですし、使ってみて大変良かったので、１５０円の差、また、大企業においても１０番委員がおっしゃる程、公共施設などにはわかりませんが、値段を上げることには、皆さんがご賛同なさっているようですし、あと、要件ですよね。先程も渚銀座の話がありましたので、話しますと、家作を沢山持っている方は、それだけ自分の所、以外に負担が多いから、とても払いきれない。また、家作は、人が変わるので、そんなところに意味があるように、最初から聞いています。　深いことは、私がしているわけではありませんので、反対とまでは聞いていません。自宅を持っている人は、仕方が無いという様なわけでして、殆どが、家作の方の問題ではないかと思います。
　　石井会長　　　施設費は、貸家の場合は大家が払うんですよね。ただ、下水道の料金については、使用者が払うのでこれはもう関係ないですよね。だから、現在の大方の皆さんの意見をお聞きしますと、今回の１５０円程度の値上げは、止むを得ないのではないかなという、大方の意見でございました。特に、６番委員は、沢山使っていますので、６番委員の意見がそうだとするならば、まずまず、容認出来る程度ではないかなと、思います。
　　　　　　　　　２番委員、今聞いてお答え頂けなかった事については、後程、事務局の方からということで、ご納得して頂けますね。

　　２番委員　　　いいです。

　　１４番委員　　先程、話に出ましたが、後継者の問題は、色々な面で影響があると考えられます。これも時代的なもので、館山市だけではないから、大きな枠の中で考えなければいけない問題じゃないかと思います。今日の時点では、こういう課題で色々検討していかなければならないという、きっかけを作ったような意味に捉えたらいかがでしょうか。
　　　　　　　　　値上げの問題は、皆賛同なさってらっしゃる。それに伴う、色々な難しい問題が多々あると思いますが、それは、その都度、色んな多面において各団体と関係してくると思います。

　　石井会長　　　今回の審議と言うものは、下水道の料金を１５０円／立方メートルにしてもらう審議ですので、設置に関しては、別に考えていくようにします。
　　２番委員　　　１３ページの維持管理費ですが、機械が古くなるので保守点検を見ているのと、整備面積が広がっていくので、少しずつ上がっていくと思いますが、Ｏ町の場合、館山市の処理量の５．５倍位多いんですけど、維持管理費が５千８５万４千５百円と、館山市より少し安いです。ですから、今、維持管理費を縮減する努力をして頂きたい。値上げもそうですが、行政の無駄削減を私たちの党は、強く言っていますから、その一つだけお願いしたいと思います。維持管理費の縮減の努力をして頂きたい。
　　１番委員　　　先程、普及率や家作がどうかという話がありましたが、マンションの下水道の使用料は、どの様な具合になっていますか。

　　永井副参事　　マンションにつきましても、個々の入居している方は、個別住宅と同じ様な形で払って頂いています。ただ、マンションでは、共同で使用している物があると思います。そういう物については、マンションの管理組合や代表が払っています。基本的には、個人は個人です。
　　　　　　　　　２番委員の質問についてですが、維持管理費の節減については、私達も、もちろん努力しております。また、なかなか減らないのが現状ではありますが、来年度辺りから新しい契約方法を検討して、少しでも少なくできるように検討していきます。また、下水道課がスタートした当初は、１８人位の人員がいましたが、今では８人ということで、１０人も減しているということで、これからも節減に努力していきたいと思っています。

　　石井会長　　　他に御座いませんか。

（他の質問なし）
　　　　　　　　　質問が無いようでしたら、審議を終わらせて頂きますが、いずれにしましても、今回の審議を基にしまして、私は、第３回の審議会には、答申に向かっていきたいと思っております。皆さん、ご協力願います。
　　

（はい、との返事あり）

　　石井会長　　　有難うございます。以上を持ちまして、審議を終わらせて頂きます。事務局にお返しします。

（４）閉　会

　　　　司会：獅子田主査
　　　　　　　　　どうもありがとうございました。事務局から第３回目の審議会の予定をお知らせいたします。第３回目の予定は、１０月の下旬頃を予定しています。
よろしくお願い致します。

　　　　　　　　　詳細は、後日、お知らせいたします。

　　　　　　　　以上をもちまして、本審議会を閉会します。本日は、お疲れ様でした。
以上
